
 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本単元における「論理的思考力」を 

働かせている児童の姿 

 

 

研究主題に迫る手立て 

①フローチャートの活用 

フローチャートを学習し、思考を深め、学び合いのツールとして活

用することで、お互いの考えが伝わりやすくなる本時では、頭の中の

思考をフローチャートとして可視化することで、根拠をもって自分の

考えを表現できるようにする。 

 

②既習事項を活用できるようにする工夫 

 毎時間の課題を解決するために必要な既習事項を教室に掲示し、活

用することで、児童の主体的な課題意識を引き出したり、自力解決へ

の見通しをもたせたりする。 

 

③ロイロノートを活用した自力解決、発表・検討の工夫 

 自力解決場面で、ロイロノートで作成したフローチャートを用いて

課題解決に取り組む。画面上で何度も動かしたり、書いたりする中で、

自分の思考を客観的に理解し、自分の考えの根拠を見つけられるよう

にする。 

 他の児童の考えを自分と比べたり、共有したりする場面で回答共有

機能を使って、発表や比較検討を行う。 

四角形を見分けるための構成要素を考え、要素ごとにまとまりや

違いを見付けて、仲間分けしている。 


